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分担研究報告書 

 

性差にもとづく更年期障害の解明と両立支援開発の研究 

 

研究分担者 井手久満 獨協医科大学埼玉医療センター低侵襲治療センター教授 

 

（研究要旨）性差医療の観点からみて、性ホルモンは健康長寿の重要なキープレイヤーと

いえる。テストステロンの維持は、テストステロンが関係するメタボリック症候群や男性

更年期障害などの様々な疾患の予防になりうることが示唆される。本研究で、男性の更年

期症状に関して文献整理収集を行い、その成果として男性更年期に関わる 2 つのガイドラ

インの作成に関わった。 

 

Ａ.研究目的 

男性の更年期症状に関して、国内外のエビ

デンスを収集・整理するとともに、日本にお

ける症状の分布や関連要因、症状の日常生

活に与える影響等を調査する。 
 
Ｂ.研究方法 

標準的なシステマティックレビューの手順

に沿い、女性及び男性の更年期症状等の健

康課題に関して、好発年齢やリスクファク

ター、予防要因、日常生活への影響、治療、

テストステロンの関連等に関する国内外の

エビデンスを収集・整理した。 

 

Ｃ.研究結果 

日本内分泌学会、日本メンズヘルス医学会

の編集委員として執筆し、日本内分泌学会

臨床重要課題男性の性腺機能低下症ガイド

ライン 2022 の作成に関わった。また、日本

泌尿器科学会、日本メンズヘルス医学会編

集委員として執筆・編集を行い、加齢男性の

性腺機能低下症候群診療の手引き 2022 の

作成を行った。 
 

Ｄ.考察 

健康経営を目指す企業にとってプレゼンテ

ィズム、いわゆる出社しているにも関わら

ず、心身の健康上の問題があり、業務上のパ

フォーマンスが上がらない状態が問題視さ

れている。プレゼンティズムの背景にテス

トステロンの低下からくる男性更年期障害、

加齢男性性腺機能低下症候群：late-onset 

hypogonadism（LOH）が隠れている可能性が

否定できないことが推察された。 

 

Ｅ.結論 

性ホルモンがストレスなどにより減少し、

女性の更年期症状に似た症状を呈する LOH

が注目されている。海外のコホート研究に

おいては 60歳以上の男性の 20 ％が男性ホ

ルモンであるテストステロンの低下を来し

ていると報告されているが、本邦における

大規模な疫学調査はなされていない。本研

究を通じて、今後の LOH のペイシャント
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ジャーニー調査に関して、基礎となる情報

収集を行い、２つのガイドライン作成に関

わった。 
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2. 学会発表等  
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会 睡眠とテストステロン 2022/9/11  
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Ｇ.知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

1. 特許取得 該当なし 
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2. 実⽤新案登録 該当なし 

3. その他 該当なし 


